地方独立行政法人大阪府立病院機構　平成21事業年度の業務実績に関する評価結果（素案）作成に係る主な意見と記載内容
及び小項目の論点に関する検討結果（案）
１．平成21事業年度の業務実績に関する評価結果（素案）作成に係る主な意見と記載内容

	大項目
	病院部会等における意見
	記　載　内　容

	2

全体評価
	○　21年度は前年度に比べてⅣ評価の項目が増えているのは、過去の評価結果等を踏まえて取り組んだ成果が結実したものと言える。
○　5年間で不良債務を解消するという大きな命題がある中、通常考えれば困難なほどの資金収支の黒字を達成しているのは、法人の並々ならぬ努力の賜物である。

○　第1期の期間は不良債務の解消を優先させなければならず、まずは収支改善に注力してきたと思うが、今後は5病院が連携して取組み、府民に必要な良質の医療を、同一法人として提供していくことになお一層重点を置くことが期待される。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（4ページ）に記載
○　同上

○　同上

	3-1

府民に提供するサービスその他の業務の質の向上
	○　外来待ち時間の短縮や負担緩和への取組み、CT（全身用X線コンピュータ断層診断装置）・MRI（磁気共鳴断層診断装置）土曜日検査の実施、検査待ちの改善、母子保健総合医療センターにおけるリアルタイム検査サービスの提供など、待ち時間対策として、5病院で様々な努力をされている。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（８ページ）に記載

	3-2

業務運営の改善及び効率化
	○　急性期・総合医療センターにおいて、診療所等地域医療機関との連携を徹底することで、患者の紹介、逆紹介を通じた双方向の関係を構築し、継続的に新規患者数を増やしており、患者確保に向けた努力をされていることは大いに評価できる。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（10ページ）に記載

	3-３
財務内容の改善
	○　過去4年間の大きな努力が、今回の結果につながっているのはそのとおりである。ただし、現在の医療を取り巻く環境で収益を出すことは難しく、今回の結果は、不良債務の解消に向けた職員の並々ならぬ頑張りとともに、施設・機器の整備・更新の抑制による部分もあると思われる。
	○　「進捗状況の確認にあたっての意見、指摘等」（12ページ）に記載


２．小項目の論点に関する検討結果（案）

	平成21年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	精神医療センターの医療施策の実施機関としての役割
	（27）
	２
	Ⅲ
	Ⅳ
	○　自閉症待機患児数を、前年度618人から353人と半数近く減らすとともに、訪問看護の実施回数を前年に比べて600件近く増やしたことなどの取組みは高く評価でき、Ⅳ評価が適当と判断した。

	通訳ボランティア等の受け入れ
	（47）
	
	Ⅲ
	Ⅳ
	○　病院すべてに手話通訳者を常時配置し、PRに努めることで、5病院の利用実績が507人上回る2,145人になっている。
○　また、通訳ボランティアの利用実績も前年度を66人上回る256人と向上させるとともに、22人の新規登録により登録者は14の言語で150人となるなど、患者サービスの向上に向けた努力は高く評価でき、Ⅳ評価が適当と判断した。

	医薬品及び医療機器に関する安全情報の提供、服薬指導
	（52）
	
	Ⅲ
	Ⅳ
	○　服薬指導について、5病院全体として目標を1,623件上回る21,023件を実施している。特に、精神医療センターにおいては、院外処方を本格実施したことを契機に、服薬指導の充実を図り、前年度を1,081件も上回る1,692件実施するなど、医療サービスの質的向上への取組みは高く評価でき、Ⅳ評価が適当と判断した。


資料5








